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会派名 新政会 支 出 調 重Eヨ主 袋) 6Jj 新政会

区 分 事 由 費 目 人斗ム 額 計

1 調査研究費
交通費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 調査委託費 振込料

会場費 講師謝金 出席者負担金 ・ 会費

2 研 1牽 費 交通費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費 振込料

会場費 交通費 自動車燃料費

3 広 報 費
新政会会報VOL13(H28年 3 月定例 資料作成費 広報誌(紙) 644, 760 報告書等印刷費

会) “ 策作 ウエブページ掲載代 |
1, 070, 280 

送料(折込料含む) 425, 520 茶菓子代
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4 広 聴、 費
会場費 交通費 自動車燃料費

資料作成費 茶菓子代 振込料

5 要請・陳情活動費
交通費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 振込料

6 会 議 費
会場費 交通費 自動車燃料費

資料作成費 振込料

7 資料作成費
印刷製本費 翻訳料 筆耕料

振込料

8 資料購入費
法規追録代 参考図書代 新聞雑誌等購読料

有料データベース等利用料 振込料

9 人 件 費 賃金 社会保険料等 振込料

事務所費
備品購入費 事務機器等リーヌ代 ( 消耗品等事務費

10 
印刷代 振込料 配送手数料

通信運搬・自動 電話料等(按分) 郵便料等 自動車燃料費(按分)
11 
車燃料費 その他

使用者 新政会 a ⑮|支何 日 之 宮年 ど月 夕日 現金出納簿 13 
支出番号

J口X 計 1, 070, 280 円
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区 分 ※該当する区分にO印

1 調査研究費 2 研修費 I@ 広報費 14 広聴費
5 要請 ・ 陳情活動費 6 会議費 五資一 18 資料購入費

|10 事務所費
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9 人件費 通信運搬 ・ 自動車燃料費

領収書及び料金内訳明細書等，貼付欄

置謹E温置三重
10 日4 月

株式会社

平成28年

963-8023 

963-8024 

郡山市朝日 一丁目 23-7

郡山市市議会事務局総務課内

新政会御中

担当 : 圃・・・・・
下記の通りご訪求申し上げます。
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発行日 2016年(平成28年)4月 10日 新政会だより第 1 3号[1]

人が輝く郡山の創生予算可決
歳入 一般会計歳出

平成28年度予算について

平成28年度予算は、 3月 18日原案通り可決しました。

本市の平成28年度予算編成の理念には、人口減少社会を迎

え、自治体にさまざまな影響が出てくることから、自治体運営を

持続可能にしなければなりません。

そのために本市は昨年、「郡山市まち・ひと・しごと創生総合戦

略推進本部」を設置し、「郡山市人口ビジ ョ ンJ r郡山市総合戦略」

を策定し、 2040年以降も人口30万人の規模の維持を目指し、さ

まざまな施策を展開していく総合戦略を、平成27年度から平成

31年度までの5年間で行っていく施策を明らかにしました。

土木費(12.7%)
行市古百芳百一-L.

これにより、「郡山の創生J を図るものです。

乙れらを実現するために、本市の平成28年度予算編成の柱

は、昨年度同様一貫して 「こおりやまで くらすJ rこおりやまで

まなびはばたく J rこおりやまではたらく」をキーワード

に「郡山に住む人、働く人が集まり、事務所も工場もお店も農業

も産業全体が元気で、子どもから高齢者すべての人が輝くまち」

の実現に取り組む予算です。

新政会は、本予算が「人が輝く郡山の創生J を目指す「未来につ

ながる予算」であることから、これらの施策を積極的に推進して

参ります。

虚礼廃止について
公職選挙法により年賀状など、時候の挨拶状が禁じ5れております。

市民の皆様には、趣旨をと理解いただきご協力を賜りますようお願いいたしますロ
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[2] 新政会だより第13号

3月定例会で決まったこと

平成27年度3月補正予算可決

発行日 20 16年(平成28年)4月 10日

市内10か所の幼稚園・保育所等の新設・改修

3億8，492万円

待機児童の解消、保育環境

平成27年度の3月補正予算案は原案通り可決しました。その内 | の向上のため、認定こども園

容は次のとおりです。 I や認可保育所、小規模保育施

一般会計補正予算案について、歳入の主なものは、市税7億4千 | 設の新築、改修等に係る施設

万円の減額、地方消費税交付金6億5，000万円の増額のほか、国・ | 整備や開設準備等に対し補

県補助金の確定に伴う補正を行いました。歳出の主なものは、財

政調整基金への積み立てのほか、事業確定に伴う減額補正を行

いました。この結果、一般会計補正予算は、 81億7，504万2千円の

減額となり、累計では、 1，613億1 ，335万4千円となりました。

また、特別会計補正予算案については、保険税軽減制度拡充に

より財政安定化支援事業繰入金を増額する国民健康保険特別会

計などの、事業確定等に伴う 16特別会計について補正予算を計

上しました。この結果、特別会計補正予算は、 14億8，581万6千円

の減額となり、累計では998億1，350万4千円となりました。

なお、一般・特別会計を合わせた補正後の総予算総額は、 2，611

�l 億2，685万8千円となりました。

市民文化センタ一利便性向上のため改修

市民文化センターは、建築

後32年が経過し、安定した

運営のため、音響、照明機器

の改修と利用頻度の高いト

イレの洋式化を図ります。具

体的には次のとおりです。

G事業概要〉

事業 改修箇所

大ホール
音響調整卓修繕

中ホール

舞台照明設備調光調整卓修繕 中ホール

トイレ修繕
大ホールー工ントフンス・
大ホーJ[凍屋

〈事業スケジユル〉

2億2，338万円

改修内容

音ス響ピ調堕カ卓ー録、ミ音キ再サ生ー機、器等更新

調光操作卓、映写室、

舞台袖提作卓等更新

便器26箇所洋式化

大ホ凡省響諮整卓、中ホール音響調整卓及び舞台照明設備調光操作卓

平臨時度 4月準備臨 E二>6月契約 F
(機材製作、調箆等)

:>2月取付鵡

トイレ修繕(大ホ J[?草屋男女、大ホ ルホワイ工男女、 1 階工ントランス男女)

平臨時度 4-5月準備強c:::===========:>10月完成
(閉館せすlぃ院主修繕を行う〕

農業振興地域整備計画を総合的に見直し

2，455万円

農業を取り巻く環境が大きく変化していることから、(仮称)

郡山農業振興地域整備計画策定協議会を設置し、市民生活や他

産業の土地利用計画等との整合を図りながら、農業振興地域計

画の総合的な見直しを行います。

・予算内容現況等調査委託、協議会運営に要する経費

- 主な取り組み

平成28年度基本方針策定協議会開催、地区説明会、

管理台帳整備、農家意向調査等

平成29年度計画案策定、一筆調査等

平成30年度 関係団体等との協議、公示、計画策定

助します。

-予算内容施設整備等に係る補助金

ー 髭備施設

種類

認定こども園 2 箇所 1 90人

認定保育所 4 箇所 209人

小規模保育施設 4 僅F庁 76人

計 10箇所 475人

議会I福島大学芸~支宇部』誘致決議

福島大学が農学系学部の平成30年春開設を目指しているこ

とに伴い、本市は、本市が県の中央に位置し、立地的に県内のど

の地域からでも、また、全国から、新幹線、航空便を使い容易にア

クセスが可能、また、農地面積も県内ーを有している等、県全体

から見ても本市が設置に最適であり、本市全体の復興に大きく

寄与することにより、本市への福島大学農学系学部の誘致を求

めることとしました。このため、本件を議員提出の議案として全

会一致で可決しました。

なお郡山市は3月 29日市長と議長の連名による要望書を福島

大学中井勝己学長に提出しました。

就業体験県外学生に助成

郡山市は企業へ就業体験で本市を訪れた県外学生に交通費と

宿泊費を助成について可決しました。

-市内事業所で3日以上インターンシップが条件

- 交通費の上限は1万円。ただし公共交通機関利用者

.宿泊費の上限は1泊5千円。最大で5泊分助成

平成28年度主な事業

道路除染・除去土壌の搬出等

西部第一工業団地の造成・企業誘致等

(万円)

1,827,844 

237,789 

地元産品の販路拡大等 1,300 

東京オリンピック・パラリンピック対策 1,449 

保育料の無和十化 ・軽減等 80,040 

ニコニコこども館の改修 10,204 

通学路の安全対策 11,850 

防犯灯や施設のLED化 30,500 

老人福祉施設等の整備 22,216 

障害者福祉センタ一体育館の改修 8,446 

中央図書館の耐震補強工事 35,935 

浸水被害対策 11 7,607 

「郡山富田恥の設置 166,397 

郡山駅東口の整備 31,439 

スマートインターチェンジの設置 65,362 

幹線道路の整備促進 129,987 



発行日 2016年(平成28年)4月 10日 新政会だより第 13号 [3]

1[3月定例会 1 1 代表質問には会派を代表し会長遠藤敏郎議員、市政一般質問には石川義和議員、匿田耕一議員が登壇
しました。

成したのか。

本市の財政運営について
国 平成28年度当初算総額は約2問

億円となり、除染に要する経費を除く規模

としては、ほぽ前年度と同規模であるが、税収は

対前年度比で、約8億3千万円の減額がされた一

方、民生貨は、約21 億6千万円の培となっており、

今後ますますの増加が予想される。このような状

況の中、平成28年度予算は、どのよう芯考えで編

日記 歳入面では、国・県の財源はもとより公有資産の有効活用等様々

巴己 なアプローチで財源の確保を行い、歳出面では、既存事業を見直し
徹底した経費削減と、子育て支援等の時代の変化とともに要請されてきた

課題に対して重点的な予算配分を行った。

戦略的な観光施策の展開と広域観光について
固 観光振興のためには、広報、プロモーション、マーケティングなど

を総合的に展開する取り組みを確立していくことが重要であり、交

合同庁舎移転に伴う跡地利用について

固 現合同庁舎の移転後の跡地利用につい

て、市民文化センターや麓山地区の各施設

が、駐車場不足により市民が困っている。

本土地を福島県から取得し、麓山周辺地区の

本市各施設の駐車場として利用してはどうか。

厄記 県では、郡山合同庁舎は平成36年度まで

L':三」 に移転し、関所するとしている。現在の庁舎
等については、その聞の社会情勢の変化や県の動向等を踏まえながら、状

況に応じ、適切な対応をしていく。

人材育成と業務改善について

国 本市は、 「こおりやま力イゼン運動J等を立ち上げ、職員の主体性

と職場全体の協力や支援の精神を育んでいる。これは全庁的な職

場風土を変えるうえで大変意義のある取り組みで、これを発展ざせ、各部

で重複して行なっている業務を見直すなど、郡山市役所が改善し続ける体

質にすべきと考える。このことが、引いては人を育てることに芯る。当局の

見解を伺う。

厄ξ1 本市では、平成26年度から、全庁的な「こおりやまカイゼン運動」

己目を開始し、今年度は係や課など258チームが取り紐み、 184件のカイ

ごみ集積所設置に関する課題について

固 町内会での自助努力によるごみ集積所

の選定が困難な場合、公園や市有地等の公

有地を貸与する等の取り組みは。

閣 現在、市内には約5，300箇所の集積所があ

己E り、その設置形態は様々で、町内会等が、住
民合意の上で設置場所を決定しているが、社会情

勢の変化や地域の実情などにより、設置場所の確

保が困難な地域もあ争ことから、個別に対応していきたい。

日和田駅の利便性の向上について

固 日和田駅歩道橋設置についてはその髄質問してきたがその
後の懇談会での検討状況と、日和田駅を交通結節点として、どう取

り組み、具体化するのか。

[記 歩道橋設置については、駅西側の土地利用の課題や、設置費用が

l':三j 膨大になるなどの問題がある。また、本市には現在、日和田駅を含め

通体系の要衝にある本市としては、地理的優位性などを生かした広域観

光ルートの形成が必要と考えるが当局の見解を伺う。

I$:I 猪苗代湖を囲む3市町の関係自治体や団体等と連携し、本市の地

~ 域資源を生かした、より広域的な観光周遊を促進していく。

福島大学農業系学部の誘致について

固 福島大学に農業系学部ができることは、本県の農業の未来問く

人材が確保される大変素晴らしいことである。

そこで、本市のみならす、県全体の最適化の観点かうも、是非とも福島

大学農業系学部の郡山市への設置に向け、誘致に名乗りを上げるべきと

考えるが当局の見解を伺う。

|生だl 福島大学農業系学部の誘致については、関係団体や近隣市町村の

じ二斗皆様と県全体の立場に立ち、誘致に向けて積極的に取り組んでいく。

「地方創生(生涯活躍のまち構想)について」、「本市の農業基盤の強化と

TPP対策について」も質問しました。

ゼンの成果を得ることができた。

今後においても、これらの取り組みを積極的に推進し、継続的カイゼン

に取り組む組織風土の醸成と、自ら考え、様々な行政課題に対応できる人

材の育成を図っていく。

県道郡山湖南線開成三丁目交差点の渋滞緩和策について
固 開成三丁目交差点は、交通量のか国道と県道の交差点という

事もあり、普段から渋滞が慢性化に近い状況にある。市道ではない

がこのまま放置することはできない。

県と一体と主主り、この開成三丁目交差点の渋滞緩和に向けて取り組ん

ではどうか。

直1 当該交差点は、唱島県渋滞対策連絡協議会」において、市内31箇

に三」所の主要渋滞箇所の一つに指定されている。今後においても、道路

管理者である国や県に対して、渋滞緩和を強く要望していく。

「“郡山市人口ビジョン"及び“郡山市総合戦略"について」、「“ココナビこ

おりやま"に見る今後の市政のあり方について」、 ruターン・|ターン対策

について」 、 「開成地区の観光ルート開発について」も質問しました。

在来線駅10釈があり、交通結節点とし、本市の都市形成を図る上で重要で

あるため、既存施設の有効活用も含め、地域公共交通に係る懇談会におい

て利用の促進策を協議していく。

郡山産農畜産物について
固 品質食味安全の三拍子そろった郡山産特別栽培米コシヒカリ

を「プレミアムあさか舞」としては。

ー記1 平成28年度は、 JA福島さくらの協力を得て、これまでも特別栽培

己三J 米を栽培している日和田・大槻地区等の圃場を実証固として選定し、
郡山市農業振興アドバイザーである野中昌法教授から、効率的で効果的な

特別栽培の方法を指導いただくなど、消費者の皆様に高品質なブランドと

して認識いただけるよう商標登録を含めたブランド化を進めていく。

「高齢者にやさしいまちづくりについて」、「下水道について」も質問しました。



[4] 新政会だより 第13号

3月定例会で採択された請願等

発行日 2016年(平成28年)4月 10日

新政会は次の請願、意見書について採択しました。

- 福島県が制定した補助金「外資系進出企業投資支援事業補助

金」を補完する郡山市独自の補助金の制定について

- 道路除染・ため池等除染業務及び除去土壌等の搬出業務にお

ける「郡山市の地元協同組合への発注」についての請願

-除染業務及び除去・保管土の搬出業務における「郡山市に本

店のある地元企業への発注」についての請願

-福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書提出

について

- 給付型奨学金制度の導入・拡充と教育費負担の軽減を求める

意見書提出の請願について

- 奨学金制度の充実等を求める意見書の提出についての請願

- 寡婦控除を未婚の母子世帯まで拡大することを求める意見

書の提出についての請願

1 安全・安心なまちづくり特別委員会

昨年12月定例会におい l ‘
?、~

て設置された「安全・安心な

まちづくり特別委員会」は、

3月 25 日で、第4回目の開催

となり「自殺防止」等に関す

る必要な取り組みについて

議論が交わされました。

今後は「先進自治体への調査」、 「講演会等の実施」、 「市民等と

の意見交換会の実施J等を経て、(仮)自殺防止対策条例制定に向

け取り組むこととしております。

なお、新政会からは「安全・安心なまちづくり特別委員会J に栗

原晃議員、折笠正議員が指名され栗原晃議員は副委員長に選任

されております。

公有資産活用検討特別委員会

昨年12月定例会において設置されました「公有資産活用検討

特別委員会J は、 3月 25 日で5回目の開催となり、 旧豊田貯水池、

旧学校等未利用となった公共施設の効果的な利活用について議

論が交わされました。

今後は、月2回のペースで委員会を開催し、現地調査も含め充

実した審議を図り、特別委員会としての意見を取りまとめるこ

ととしました。

なお新政会から

庚田耕一議員、舎田

一男議員が指名さ

れ、庚田耕一議員は

副委員長に選任さ

れております。

上下水道(水道局と下水道部)組織統合

水道局では、水道料金と併せて下水道部の使用料徴収業務を

行っていますが、お客様の相談等は、現在水道局と下水道部それ

ぞ、れの窓口で行っております。また、住宅新築等で必要な水道給

水装置と下水道排水設備の手続きも、水道局と下水道部それぞ、

れの窓口で行っております。

これらを窓口一元化によるお客様サービスの向上と経営の効

率化を図ります。

- 実施時期平成29年4月統合予定

- 場 所庁舎は、現在の水道局を活用

編集後記
平成28年度がスタートしました。東日本大震災から5年が過ぎ、

復興・創生期間の後半5年目に入り、復興倉IJ生カの強化が求められ

ます。加えて、除染、中間貯蔵施設への搬入、 人口減少社会の克服、

子ども ・子育て支援等、課題山積の中、地方議会の果たす役割は、 ま

すます大きく、今まで以上に市民のための市政が求められます。

新政会は、これからの課題に積極的に取り組み、 「心の豊かさが

実感でき、住んでよかったまちづくり J に努めて参ります。

l 新政会/議昆紹介

顧問 (7期) 会長 (5期) 副会長(2期) 幹事長 (2期) 会計(2期)

橋本幸一 遠藤敏郎 石川義和 康田耕一 栗原晃
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別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号 3 
区 分 ※該当する区分にO印 費 目 ' 名

1 調査研究費 2 研修費 i;@7 広資料報作成費費ι !4 広聴費 .齢

150 要事請務陣情所括動費費 ;161 会 議 費 8 資料購入費 広報誌(紙〉 ‘

通信運搬 ・自動車燃料費(郵便料等) ※該当する支出費目を記入

会派が発行する広報誌の発行に要する経費
'司

支出 目的 一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一"……

(支出事由〉

「新政会だより VOL， 13 平成 2 8 年 3 月定例会報告」版下製作、' 印刷料
一一一一一一一一回一一一一一一一一一一一一一一一回一一一一一一一ー一一一一……“一一

内 谷，チ~

F由'甲骨叩『伺四回ーーーー町一一ーーーーーーーー一一一--押目"“情-目白骨骨骨骨骨『骨骨司帽ーー.-時押『由自由F何町輔自由姐_..-一-_.._...ー一個曲目岨"甲山由ーーーーーー山hーー』司園田司町・ー骨--一ー市F何輔自由自輔自一一骨骨骨甲山骨F刊..-伊 一一『ー回目 『刊一町一一品価山崎輔自

支出年月日 支 出 先
司、

' 

28年 t月ヲ日 閥ずザインライフ
句.

上記のとおり支出します。

議員氏名

領 収 証

新技 会た ネ柔
円由J 金額 ii 矢 久 7;; ρ 一

. 

会雪及6 rん 11 震と L て
)河川安定乏-J 1;. 1, 1 h ρ l寸モ会汁工ろh

@ 小切手 銀行振込 受取手形

• 

支 出 金額

J 

. 64 4J 6 0 円

, 

新政会 綾き
. 

N~ 001290 

平成2 8' 年 S 月 ? 日

4! 

一一 ーーー ー 一一、
、

相殺
係印

よ記の金額領収いたしました。

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。



別記第11号様式

領 i灰 書等整理 百
一
ポ

区 分 ※該当する区分にO印

l 調ー とF UR費 J4 広聴費
一 一一一

18 資料購入費

9 人件費 ド了孟扇長一一下了孟扇面.gr言語扇

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

闘Eヨ園長調
963-8024 

郡山市朝日一丁目 23-7

郡山市市議会事務局総務課内

新政会御中

平成28年 4 月 10 日 女 首長合同jj

株式会社デザインライナ ~(~ブミモ i
ーづ ，/(ごJ三?

963-8023 郡山市緑町10- 17: ァーここ _.F" ! しい

1~\~~? ソロit l
TEL:024-923-5555 

お客様コード、No. 4 担当
下記の巡りご紡求中し Jニげます。

新政会だより第 1 3 号

8 会報版下制作並びに印刷料 6. 

8 4 月 1 0 日新聞折込料 4. 
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発行日 2016年(平成28年)4月 10日 新政会だより第 13号[1]

人が輝く郡山の創生予算可決
一般会計歳入 一般会計歳出

J 

平成28年度予算について

平成28年度予算は、 3月 18 日原案通り可決しました。

本市の平成28年度予算編成の理念には、人口減少社会を迎

え、自治体にさまざまな影響が出てくることから、自治体運営を

持続可能にしなければなりません。

そのために本市は昨年、「郡山市まち・ひと・しごと創生総合戦

略推進本部」を設置し、「郡山市人口ビジョンJ I郡山市総合戦略」

を策定し、 2040年以降も人口30万人の規模の維持を目指し、さ

まざまな施策を展開していく総合戦略を、平成27年度から平成

31年度までの5年間で行っていく施策を明らかにしました。

1億9， 242万円

これにより、「郡山の創生」を図るものです。

これらを実現するために、本市の平成28年度予算編成の柱

は、昨年度問様一貫して「こおりやまで くらすJ Iこおりやまで

まなびはばたく J IこおりやまではたらくJ をキーワード

に 「郡山に住む人、働く人が集まり、事務所も工場もお店も農業

も産業全体が元気で、子どもから高齢者すべての人が輝くまち」

の実現に取り組む予算です。

新政会は、本予算が「人が輝く郡山の創生」を目指す「未来につ

ながる予算Jであることから、これらの施策を積極的に推進して

参ります。

置竃ヨ望書票事習冒・

E語講重重謹菖E園・
虚礼廃止について

公職選挙法により年賀状など、時候の挨拶状が禁じられております。
市民の皆様には、趣旨をご理解いただきと協力を賜りますようお願いいたします。
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[2 ] 新政会だより第13号 発行日 2016年(平成28年)4月 10日

j 

3月定例会で決まったこと

平成27年度3月補正予算可決

市内10か所の幼雄園・保育所等の新設・改修

3億8，492万円

待機児童の解消、保育環境

平成27年度の3月補正予算案は原案通り可決しました。その内 | の向上のため、認定こども園

容は次のとおりです。 I や認可保育所、小規模保育施

一般会計補正予算案について、歳入の主なものは、市税7億4千 | 設の新築、改修等に係る施設

万円の減額、地方消費税交付金6億5，000万円の増額のほか、国・ i 整備や開設準備等に対し補
県補助金の確定に伴う補正を行いました。歳出の主なものは、財 | 助します。

政調整基金への積み立てのほか、事業確定に伴う減額補正を行

いました。この結果、一般会計補正予算は、 81億7，504万2千円の

減額となり、累計では、 1 ，613億1 ，335万4千円となりました。

また、特別会計補正予算案については、保険税軽減制度拡充に

より財政安定化支援事業繰入金を増額する国民健康保険特別会

計などの、事業確定等に伴う 16特別会計について補正予算を計

上しました。この結果、特別会計補正予算は、 14億8，581万6千円

の減額となり、累計では998億1，350万4千円となりました。

なお、一般・特別会計を合わせた補正後の総予算総額は、 2，611

億2，685万8千円となりました。

市民文化センタ一利便性向上のため改修

市民文化センターは、建築

後32年が経過し、安定した

運営のため、音響、照明機器

の改修と利用頻度の高いト

イレの洋式化を図ります。具 b

体的には次のとおりです。

〈事業概要〉

事 業 改修箇所

音響調整卓修繕
大ホル

中ホル

舞台照明設備調光詞謹車修繕 中ホール

大ホール・エントフンス
トイレ修繕

大ホール楽屋

〈事業スケジュール〉

2億2，338万円

改修内容

音ス，響ビ調ー整カ卓ー議、ミ音キ再サ生ー機、器等更新

調光操作卓、映写室、

舞台袖操作卓等更新

便器26箇所洋式化

大ホル音響調整車、中ホール音響調整卓及び舞台照明設備調光操作卓

平臨時度 4月準備発注=今回契約 i
(槌材製作、調盛等)

>2月取付完成

トイレ修繕(大ホー凡凍屋男女、大ホールホワイ工男女、 1 階工ントランス男友)

平臨時震 4-5月準備第主c:========>10月完成
(閉館せすI~、順次修繕在行う)

ー 農業振興地域整備計画を総合的に見直し

2，455万円

農業を取り巻く環境が大きく変化していることから、(仮称)

郡山農業振興地域整備計画策定協議会を設置し、市民生活や他

産業の土地利用計画等との整合を図りながら、農業振興地域言十

闘の総合的な見直しを行います。

・予算内容現況等調査委託、協議会運営に要する経費

-主な取り組み

平成28年度基本方針策定協議会開催、地区説明会、

管理台帳整備、農家意向調査等

平成29年度計画案策定、一筆調査等

平成30年度関係団体等との協議、公示、計画策定

予算内容施設整備等に係る補助金
整備施設
「一一一一 i

種類 i 施設数

続出咽 2 箇所

綻保育所 4町

小規模保育施設 4断

計 10聞

給淀員

190人

209人

76人

475人

議会f福島大学主主~支宇部』誘致決議

福島大学が農学系学部の平成30年春開設を目指しているこ

とに伴い、本市は、本市が県の中央に位置し、立地的に県内のど

の地域からでも、また、全国から、新幹線、航空便を使い容易にア

クセスが可能、また、農地面積も県内ーを有している等、県全体

から見ても本市が設置に最適であり、本市全体の復興に大きく

寄与することにより、本市への福島大学農学系学部の誘致を求

めることとしました。このため、本件を議員提出の議案として全

会一致で可決しました。

なお郡山市は3月 29日市長と議長の連名による要望書を福島

大学中井勝己学長に提出しました。

就業体験殿博生に助成

郡山甫は企業へ就業体験で本市を訪れた県外学生に交通費と

宿泊費を助成について可決しました。

- 市内事業所で3日以上インターンシップが条件

-交通費の上限は1万円。ただし公共交通機関利用者

. 宿泊費の上限は1泊5千円。最大で5泊分助成

平成28年度主な事業

(万円)

道路除染・除去土壌の搬出等 1,827,844 

西部第一工業団地の造成・企業誘致等 237,789 

地元産品の販路拡大等 1,300 

東京オリンピック ・パラリンピック対策 1,449 

保育料の無事M乙・軽減等 80,040 

ニコニコこども館の改修 10,204 

通学路の安全対策 11,850 

防犯灯や施設のLED化 30,500 

老人福祉施設等の整備 22,216 

障害者福祉センタ一体育館の改修 8,446 

中央図書館の耐震補強工事 35,935 

浸水被害対策 117,607 

「郡山富田駅」の設置 166,397 

郡山駅東口の整備 31 ,439 

スマートインターチェンジの設置 65,362 

幹線道路の整備促進 129,987 
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1[3月定例会 1 1 代表質問には会派を代表し会長遠藤敏郎議員、市政一般質問には石川義和議員、置田耕一議員が登壇
しました。

成したのか。

本市の財政運曽について

国 平成28年度当初予算総額は約2抑

億円となり、除染に要する経費を除く規模

としては、ほぽ前年度と同規模であるが、税収は

対前年度比で、約8億3千万円の減額がされた一

方、民生費l立、約2 1 億6千万円の増となっており、

今後ますますの泡加が予想される。このよう芯状

況の中、平成28年度予算は、どのような考えで編

画 歳入面では国県の財源はもとより公有資産の有効活用等様々

なアプローチで財源の確保を行い、歳出面では、既存事業を見直し

徹底した経費削減と、子育て支援等の時代の変化とともに要請されてきた

課題に対して重点的な予算配分を行った。

戦略的な観光施策の展開と広域観光について
固 観光振興のためには、広報、フロモシヨン、マケテイング忽ど

を総合的に展開する取り組みを確立していくことが重要であり、交

合同庁舎移転に伴う跡地利用について

固 現合同庁舎の移転後の跡断l肱つい

て、市民文化センターや麓山地区の各施設

が、駐車場不足により市民が困っている。

本土地を福島県から取得し、麓山周辺地区の

本市各施設の駐車場として利用してはどうか。

I云1 県では、郡山合同庁舎は平成36年度まで

IIII゙ .園日E に移転し、関所するとしている。現在の庁舎
等については、その聞の社会情勢の変化や県の動向等を踏まえながら、状

況に応じ、適切な対応をしていく。

人材育成と業務改善について

国 本市は回りやま力イゼン運動J等を立ち上げ職員の主体性

と職場全体の協力や支援の精神を育んでいる。これは全庁的な職

場風土を変えるうえで大変意義のある取り組みで、これを発展させ、各部

で重複して行なっている業務を見直す忽ど、郡山市役所が改善し続ける体

質にすべきと考える。このことが、引いては人を育てることに芯る。当局の

見解を伺う。

日~ 本市では、平成26年度から、全庁的な「こおりやまカイゼン運動J

に三」を開始し、今年度は係や課など258チームが取り組み、 184件のカイ

園 町内会での自助努力によるとみ集積所

の選定が困難芯場合、公園や市有地等の公

有地を貸与する等の取り組みは。

厄副 現在、市内には約5，300箇所の集積所があ

己目り、その設置形態は様々で、町内会等が、住
民合意の上で設置場所を決定しているが、社会情

勢の変化や地域の実情などにより、設置場所の確

保が困難な地域もあることから、個別に対応していきたい。

日和田駅の利便性の向上について

園 田和田駅歩道橋設置についてはその都度質問してきたが、その

後の懇談会での検討状況と、日和田駅を交通結節点として、どう取

り組み、具体化するのか。

1云1 歩道橋設置については、駅西側の土地利用の課題や、設置費用が

日三J 膨大になるなどの問題がある。また、本市には現在、日和田駅を含め

通体系の要衝にある本市としては、地理的優位性などを生かした広域観

光ルートの形成が必要と考えるが当局の見解を伺う。

I~I 猪首代湖を囲む3市町の関係自治体や団体等と連携し、本市の地

L!:き」域資源を生かした、より広域的な観光周遊を促進していく。

福島大学農業系学部の誘致について

固 福島大学に農業系学部ができることは、本県の農業の未来聞く

人材が確保される大変素晴らしいことである。

そこで、本市のみ主主らす、県全体の最適化の観点か5も、是非とも福島

大学農業系学部の郡山市への設置に向け、誘致に名乗りを上げるべきと

考えるが当局の見解を伺う。

ーと1 福島大学農業系学部の誘致については、関係団体や近隣市町村の

己三J 皆様と県全体の立場に立ち、誘致に向けて積極的に取り組んでいく。

「地方創生(生涯活躍のまち構想)についてH本市の農業基盤の強化と

TPP対策について」も質問しました。

ゼンの成果を得ることができた。

今後においても、これらの取り組みを積極的に推進し、継続的カイゼン

に取り組む組織風土の醸成と、自ら考え、様々な行政課題に対応できる人

材の育成を図っていく。

県道郡山湖南線開成三丁目交差点の渋滞緩和策について
固 開成三丁目交差点は交通量の多い国道と県道の交差点という

事もあり、普段から渋滞が慢性化に近い状況にある。市道ではない

がこのまま放置することはできない。

県と一体と主主り、この開成三丁目交差点の渋滞緩和に向けて取り組ん

ではどうか。

直1 当該交差点は、「福島県渋滞対策連絡協議会」において、市内31箇

にコ所の主要渋滞箇所の一つに指定されている。今後においても、道路

管理者である国や県に対して、渋滞緩和を強く要望していく。

1 "郡山市人口ビジョン"及びU君ßl1i市総合戦略" について」、「“ココナビこ

おりやま"に見る今後の市政のあり方についてJ 、 IUターン・ lターン対策

について」、 「開成地区の観光ルート開発について」も質問しました。

在来線駅10駅があり、交通結節点とし、本市の都市形成を図る上で重要で

あるため、既存施設の有効活用も含め、地域公共交通に係る懇談会におい

て利用の促進策を協議していく。

郡山産農畜産物について

固 品質食昧安全の三拍子そろった郡山産特別栽培米コシヒ力~

を「プレミアムあさか舞」としては。

民芸1 平成28年度は、 JA福島さくらの協力を得て、これまでも特別栽培

L土三」米を栽培している日和田 ・大槻地区等の園場を実証園として選定し、

郡山市農業振興アドバイザーである野中昌法教授から、効率的で効果的な

特別栽培の方法を指導いただくなど、消費者の皆様に高品質なブランドと

して認識いただけるよう商標登録を含めたブランド化を進めていく。

「高齢者にやさしいまちづくりについてJJ下水道についてJも質問しました。
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3月定例会で採択された請願等

新政会は次の請願、意見書について採択しました。

- 福島県が制定した補助金「外資系進出企業投資支援事業補助

金」を補完する郡山市独自の補助金の制定について

-道路除染・ため池等除染業務及び除去土壌等の搬出業務にお

ける「郡山市の地元協同組合への発注」についての請願

-除染業務及び除去・保管土の搬出業務における「郡山市に本

店のある地元企業への発注J についての請願

- 福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書提出

について

-給付型奨学金制度の導入・拡充と教育費負担の軽減を求める

意見書提出の請願について

-奨学金制度の充実等を求める意見書の提出についての請願

-寡婦控除を未婚の母子世帯まで拡大することを求める意見

書の提出についての請願

安全・安心なまちづくり特別委員会

昨年12月定例会におい ー

て設置された「安全・安心な

まちづくり特別委員会」は、

3月 25 日で、第4回目の開催

となり「自殺防l.I::J等に関す

る必要な取り組みについて

議論が交わされました。

実ごアでb

今後は「先進自治体への調査」、「講演会等の実施」、「市民等と

の意見交換会の実施j等を経て、(仮)自殺防止対策条例制定に向

け取り組むこととしております。

なお、新政会からは「安全・安心なまちづくり特別委員会」に粟

編集後記
平成28年度がスタートしました。東日本大震災から5年が過ぎ、

復興・創生期間の後半5年目に入り、復興創生カの強化が求められ

ます。加えて、除染、中間貯蔵施設への搬入、人口減少社会の克服、

子ども ・子育て支援等、課題山積の中、地方議会の果たす役割は、ま

すます大きく、今まで以上に市民のための市政が求められます。

新政会は、これからの課題に積極的に取り組み、「心の豊かさが

実感でき、住んでよかったまちづくり j に努めて参ります。

発行日 20 1 6年(平成28年)4月 1 0日

原晃議員、折笠正議員が指名され栗原晃議員は副委員長に選任

されております。

公有資産活用検討特別委員会

昨年12月定例会において設置されました「公有資産活用検討

特別委員会」は、 3月 25 日で5回目の開催となり、旧豊田貯水池、

旧学校等未利用となった公共施設の効果的な利活用について議

論が交わされました。

今後は、月 2回のペースで委員会を開催し、現地調査も含め充

実した審議を図り、特別委員会としての意見を取りまとめるこ

ととしました。

なお新政会から トキだ
鷹田耕一議員、曾田

一男議員が指名さ

れ、度回耕一議員は

副委員長に選任さ

れております。

上下水道(水道局と下水道部)組織統合

水道局では、水道料金と併せて下水道部の使用料徴収業務を

行っていますが、お客様の相談等は、現在水道局と下水道部それ

ぞれの窓口で行っております。また、住宅新築等で必要な水道給

水装置と下水道排水設備の手続きも、水道局と下水道部それぞ、

れの窓口で行っております。

これらを窓口一元化によるお客様サービスの向上と経営の効

率化を図ります。

-実施時期平成29年4月統合予定

-場 所庁舎は、現在の水道局を活用
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